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食品へ の応用を目指 した力ロ テ ノイドの
一重項酸素

消去活性評価法の確立
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【目的】脂質過酸化 ラ ジカ ル と一一
重項酸素 （

102
）は代表的な

活性酸素種 と して 知 られ て い る．近年 食品 の ラ ジ カ ル消

去能の 基準評価法 として，ORAC 法 の 開発が行われ，米国

で はすで に 277 の 食品につ い て その値が 公開 さ れ て い る，
一

方，
102

に 関 して はこ の 様 な評価法は開発 され て 居らず，

本研究で は Singlet　Oxygen 　Absorption　Capacity（SOAC ）法の

確立を試 み た 1｝．

【方法・結果】
102

発生剤と してエ ン ドパ ーオ キサイ ド（EP ）

を用 い ，競争反応法に よ り，8種 の カ ロ テ ノ イ ド（Car），

α 一トコ フ ェ ロ
ー

ル （α 一T），お よび野菜抽出物 に つ い て，
一

重項酸素消去速度 （kQ）の 測定 を 行 っ た．混合溶液中，

EP か ら生成され る
102

と抗酸化剤 の 反応 を，六連装分光

光度計を用 い て測定 した．そ の結果，（D 式を用 い ， α
．T

を基準物質 として，Car や野菜抽出物につ い て SOAC 値 の

評価を行 うこ とに 成功 した，（1）式の 右辺は，抗酸化剤試

料と α一T の kQ値 の 比 に な っ て い る．　 tinは DPBF の 半 減

期を表す．

　 SOAC 　Value

　＝1（tli2SampjC一砺nBlank ）1（t ］na
’T一tinB⊥aUlc ）1 ×　｛［α一T］1匚Sarnple］1

　殉
s   p脇

岨

　 （1）

文　　献

1）Ouchi　et　a1．（20玉0）JAgr た，戸
’
ood 　Chem ，．58，9967−9978

2一皿一22

ヒ ドロ キ シラ ジカル の 細胞傷害 に対する ア ス タ キ

サ ンチ ン含有 リボ ソームの保護効果
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【はじめ に」ア ス タ キサ ン チ ン （ASX ）は，サ ケ の筋肉や エ

ビ ・カ ニ の 殻に豊富に含まれ る カ ロ テ ノ イ ドの
一種で あ

り，高い 抗酸化活性を有す る こ とが明 らか に さ れ て い る た

め，サ プ リ メ ン トや化粧品 な ど に 利 用 さ れ て い る．ASX

は疎水性が高 く水 に 難溶性 で あ るが，我 々 は ASX を リ ン

脂質膜小胞である リボ ソ
ーム に紐み 込む こ とで ASX を水

溶液系に安定に分散させ，水溶液中で発生 した活性酸素を

効率よ く消去 させ る こ とに成功 して い る，そ の た め，活性

酸素 に よ る 生 体傷害へ の 保護効果が期待 され た こ と か ら，

強力な活性酸素で あ る ヒ ドロ キ シ ラ ジ カ ル に よ る細胞傷

害に対する ASX 含有リボ ソ
ーム の 保護効果 を検討 した．

【方法】有機溶媒 に 溶解 した ASX と卵黄 由来 ホ ス フ ァ チ ジ

ル コ リ ン （Eypc ）お よ び コ レス テ ロ ー
ル を混合 し，脂質薄

膜を調製 した後 水和法 に よ りASX 含有リ ボ ソーム を調

製した，ヒ ドロ キ シ ラ ジ カ ル は，Fe2÷ に H202 を添加する

こ とで 発生させ ，ル ミ ノー
ル 化学発光法により発生量 を定

最 し た．細胞傷害 は，NIH3T3 　IM維芽細胞をヒ ドロ キ シ ラ

ジ カ ル 処理後に 回収 し，トリパ ン ブ ル
ー
染色法 に よ っ て 死

細胞数を計数する こ とで評価した．

【結果
・考察】試験管内に おい て 発生 させ た ヒ ドロ キ シ ラ

ジカ ル に 対 して，ASX 含有 リボ ソ
ーム を共存 させ ると，

ヒ ドロ キ シ ラ ジ カ ル に よ る ル ミ ノ
ー

ル 発光量は ASX 濃度

に依存 して 有意 に減少した．また，予め ASX 含有リボ ソ ー

ム を細胞培養液に添加し，細胞に取 り込ませ た後，ヒ ドロ

キ シ ラ ジ カ ル で 処理 した結果，βカ ロ テ ン 含有 リボ ソ
ー

ム で は細胞傷害 に変動は見られなか っ たが，ASX 含有リ

ボ ソ
ーム に よ り濃度依存的 に細胞傷害か らの 保護効果 が

認 め られた．こ れ らの こ とか ら，ASX 含有リ ボ ソ ーム は

ヒ ドロ キ シ ラ ジカ ル を消去する こ とで細胞傷害保護効果

を発揮で きる こ とが示唆され た，
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